
三条市立大学 

 
R6 年度学校推薦型選抜 口頭試問 過去問題 

◇ 学校推薦型選抜 口頭試問問題（数学）①◇ 

 

以下の＜問題群１＞から１題，＜問題群２＞から１題を選んで分か

りやすく説明を加えながら
．．．．．．．．

答えなさい。 

 

＜問題群１＞ 

 

【１Ａ】関数 f (x)は x=c で極値をとり，f’(c)=0とする。その極値が極大か極小かを判定する

方法を説明しなさい。 

 

 

 

【１Ｂ】二次方程式 ax2+bx+c=0（a≠0）の解の公式は，次のうちどちらが正しいか説明しな

さい。 

𝑥 =
𝑏 ± √𝑏2 − 4𝑎𝑐

2𝑎
 

𝑥 =
−𝑏 ± √𝑏2 − 4𝑎𝑐

2𝑎
 

 

 

【１Ｃ】a 2 +b 2≧ 2 a b であることを証明しなさい。 

  

A： 

Ｂ： 



 

 

◇ 学校推薦型選抜 口頭試問問題（数学）②◇ 

＜問題群２＞ 

 

【２Ａ】次の図を使って三角形の辺の大小関係（三角不等式）を説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

【２Ｂ】図のような△ABC がある。底辺 BC の長さは整数である。BC の長さはいくらにな

るか説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

【２Ｃ】図のように，直線上に等脚台形が逆さに置かれ直径 D の２個の円で挟まれている。

円と直線は接している。このとき，次の問に答えなさい。  

（１）図中の角度 θ はいくらになるか説明しなさい。 

（２）図のように長さ M が分かっているとき，長さ x はどのような式で表されるか説明

しなさい。 
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※理科は 3 問から 1 問選択 

◇ 学校推薦型選抜 口頭試問問題（理科）◇ 

 

１ 

 

72〔kｍ/h〕で進行している電車が一定の割合で減速し 20 秒後停止した（tE = 20〔s〕，

vE = 0〔m/s〕）。減速し始めた時刻を t = 0〔s〕としたとき，以下の問いにわかりやすく

説明を交えながら答えよ。ただし，空気抵抗や車輪の摩擦は無視する。 
 

（１）減速し始めたときの初速度 v0〔m/s〕を求めよ。 
 

（２）停車までの加速度 a〔m/s2〕を求めよ。 
 

（３）時刻 t 秒における速度 v〔m/s〕を求めよ。 
 

（４）電車が停止するまでの距離 x〔m〕を求めよ。 

 

  



 

 

◇ 学校推薦型選抜 口頭試問問題（理科）◇ 

 

２ 

 

図に示すように，ばね定数 k〔N/m〕のばねの一端を壁に固定し，ばねの右端に質量

m〔kg〕の板を取り付け，なめらかな水平面上に置いた。板の隣に質量 M〔kg〕の小

球を置き，ばねが自然の長さとなる点から x0〔m〕押し縮めた後，静かに手を離した。

以下の問いにわかりやすく説明を交えながら答えよ。 
 

（１）ばねを押し縮めるために手がばねにした仕事 W を求めよ。 
 

（２）板から小球が離れるときのばねの伸び x を求めよ。 
 

（３）板から小球が離れた後の小球の速さ v を求めよ。 
 

（４）小球が離れた後，板を取り付けたばねの最大の伸び xmaxを求めよ。 

 

 

 

 

  



 

 

◇ 学校推薦型選抜 口頭試問問題（理科）◇ 

 

３ 

 

以下の問いにわかりやすく説明を交えながら答えよ。 
 

（１）直列に接続された２つの抵抗 R1，R2（抵抗値はそれぞれ R1〔〕，R2〔〕）の

合成抵抗 RSの抵抗値 RS〔〕が R1＋R2〔〕となることを，抵抗 R1の両端の

電圧を V1〔V〕，抵抗 R2の両端の電圧を V2〔V〕，直列接続された R1と R2に電

圧 V〔V〕を印加しそのときに流れる電流を I〔A〕として，オームの法則を用

いて説明せよ。  
 

（２）並列に接続された２つの抵抗 R3，R4（抵抗値はそれぞれ R3〔〕，R4〔〕）の

合成抵抗 RPの抵抗値 RP〔〕の逆数 1/RPが 1/R3＋1/R4〔1/〕となることを，

抵抗 R3に流れる電流を I3〔A〕，抵抗 R4に流れる電流を I4〔A〕，並列接続され

た R3と R4に電圧 V〔V〕を印加しそのときに流れる電流の和を I〔A〕として，

オームの法則を用いて説明せよ。 
 

（３）（１）において，R1と R2が同一の断面積かつ同一の長さの抵抗材料で作られて

いるとする。R1＝RS/3 であるとき，抵抗 R1の材料の抵抗率1〔m〕と抵抗 R2

の材料の抵抗率2〔m〕との比（1：2）を求めよ。 

 

 

 


